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ADXⅡ85-1M-PCIEX 概観 

大容量セラミックコンデンサ 
装置の MTBF を低下させる電解コンデ

ンサの変わりに大容量のセラミックコンデ

ンサを使用。高域インピーダンスが低く

雑音も低減。 

薄膜チップ抵抗 
ゲインやオフセットに影響のある抵抗は 
温度係数の低い薄膜チップ抵抗を導入。 

保護回路 
入出力部分を短絡や過電

圧から保護します。 

システムコントロール IC 
大容量 FPGA で主要機能はここに

集積されます。リングバッファはこのチッ

プに内蔵されます。 

ROM および IC 温度センサ 
校正データを格納した ROM
と、デジタル温度センサー。 

DC/DC コンバーター 
D レンジ、S/N 向上のため、アナログ

回路に±15V の高電源を提供。 
π型の大容量フィルタを追加し 
電源雑音を低減。 

PCI-Expressx4 
通常のPCIバスの8倍の瞬間速度を達成

できます。バスマスタ転送によって CPU に負

荷をかけない設計です。 

プリント基板 
多層ガラスエポキシン基板の内層を電源とグラウンド用に

割り当て、さらに表面層もグラウンドに使うことで、電源イ

ンピーダンスを低減、雑音・混変調歪を軽減します。 

ローカル電源フィルター 
各ブロック単位で大き 
ローカル電源フィルタ 
を配置。 

低歪電子スイッチ 
オン抵抗、電極間容量の小さな

CMOS スイッチを使い、後段をハイイ

ンピーダンスとすることで歪の発生を

防止。 

PCI-Express コントローラ 
PCI-Express 物理相、PCI ブリッジなど

が実装されます。ペイロードが大きいので、

リングバッファ転送を有効活用できます。 

高速・高精度 
プログラマブルゲインアンプ 
高速性と精度の両立 
したワンチップ 
プログラマブルゲイン 
アンプを使用。 

A/D コンバーター 
1MSPS16Bit の逐次比較型 
の差動 A/D コンバータ。 
専用のローカルレギュレータを設置 

D/A コンバーター 
1MSPS16Bit の R-2R 
D/A コンバータ。 

 

低歪マルチプレクサ 
オン抵抗、電極間容量の小さな

CMOS スイッチを使い、後段をハイイ

ンピーダンスとすることで歪の発生を

防止。 

保護回路 
入出力部分を短絡や過電

圧から保護します。 

高速・高精度 
オペアンプ 
高速性と精度の両立 
したオペアンプを使用。 

電源グラウンド分離 
デジタル部とアナログ部で電源グラウンドプレーンを分離 
アナログ部分にデジタル電流が流れにくい構造です。 

CN1 
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4．バッファトリガエンジン 
 

4.1  2 ステージリングバッファ・アナログデジタル入力 
 

[プライマリオンチップリングバッファ] 
アナログ入力(16Bit)と、デジタル入力下位 16 チャンネルは、統合され 32Bit の複合データになります。このデータはサンプリング周期に同期して、バ

ッファへ順次書き込まれます。バッファは同容量のものが 2 つ（2 バンク）実装され、書き込み中のバッファが満杯になると、バンクチェンジを行って、読み

出しモードになります。その間は、残るバッファに書き込みを続け、データ収集を継続します。バッファからのデータ読出しはハードウェア割り込みとマスタ

ーバースト（バスマスタ）転送で超高速かつ低負荷です。この動作を循環して繰り返します。この構造により割り込み発生数を大幅に抑制し、PC の

負荷を大幅に削減します。バッファーサイズは 3328DoubleWordx2bank です。もしリングバッファがない場合、1us 単位で読み出ししなければな

らず現実的ではありませんが、このリングバッファを使うことで、3.228msec 間隔になります。“プライマリオンチップリングバッファ”は、AI/DI/AO/DO
で一括した割り込み発生～割り込み処理（データ転送）を行うことで、割り込み発生数を減らし、システムの負荷を下げます。(※FIFO などを使うと

一括で割り込みが発生せず、割り込み周期も変動するので負荷はあまり下げられません) 
 

[可変サイズセカンダリリングバッファ] 
“プライマリオンチップリングバッファ”はデータをそのままアプリケーションへ送信するのではなく、コンピュータメインメモリ上の“セカンダリリングバッファ”にデー

タを送信します。この“セカンダリリングバッファ”容量は 
 

 (プライマリオンチップリングバッファ容量×n)x2bank  ・・・・n はソフトウェアで設定可 
 

と容量を任意に設定できます。セカンダリリングバッファの片側のバンクが一杯になるまで前記動作（“プライマリオンチップリングバッファ”からのデータ転

送）を繰り返します。そして“セカンダリリングバッファ”が満杯になると、アプリケーションに対し、割り込みメッセージ（イベント）を発生して、データ読み出し

を促します。この間、データの欠損を防ぐ為、“セカンダリリングバッファ”をバンクチェンジさせ、もう一方のバンクの“セカンダリリングバッファ”に“プライマリオ

ンチップリングバッファ”からのデータを蓄積します。この 2 段目のリングバッファにより負荷は更に低減でき、1MSPS での高速連続データ収集でオーバ

ーランの発生確率を軽減できます。“セカンダリリングバッファ”のサイズを調整することでレスポンスと最高サンプリング速度（=負荷）を調整できます。す

なわち低速のサンプリング周波数の場合、セカンダリリングバッファを小さくすることでレスポンスを優先し、高速のサンプリング周波数では、負荷を減らし

てバッファオーバランを回避するためにセカンダリリングバッファを大きくします。 
 

[ポーリングとの並列稼動] 
2 ステージリングバッファによるデータ読み出しと、ポーリング（ライブ）によるデータ読み出しは、同時に使用できます。リングバッファは、データ読み出しま

での時間が長いので、瞬時値が必要な場合には、ポーリングが同時使用できるので便利です。（シーケンシャル取り込み時にはポーリングで取得した

値は正確ではなくなります） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Buffer1 が満杯になると、Buffer1 と

Buffer2 のポジションが入れ替わる。 

Buffer1 
DI(16ch) 
AI(16bit) 

(32bit 化) 

マスタバースト転送 Buffer3 
アプリケーションへ 

セカンダリリングバッファ 

Buffer2 DI(16ch) 
AI(16bit) 

(32bit 化) 

マスタバースト転送 Buffer3 
アプリケーションへ 

Buffer3 が満杯になると、Buffer3 と

Buffer4 のポジションが入れ替わる。 

Buffer2 DI(16ch) 
AI(16bit) 

(32bit 化) 

マスタバースト転送 Buffer4 
アプリケーションへ 

プライマリオンチップリングバッファ 

プライマリオンチップリングバッファ 

プライマリオンチップリングバッファ 

セカンダリリングバッファ 

セカンダリリングバッファ 

統合 

統合 

統合 

Buffer2 

Buffer1 

Buffer1 

Buffer4 

Buffer3 

Buffer4 
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4.2  2 ステージリングバッファ・アナログデジタル出力 
 

[プライマリオンチップリングバッファ] 
アナログ出力(16Bit)、デジタル出力下位 16 チャンネル(16Bit)の計 32Bit は、リングバッファの 1 サンプル 32Bit データを分離して生成されます。

この 32Bit 複合データはサンプリング周期に同期して、バッファから順次読み出されます。バッファは同容量のものが 2 バンク実装され、読み出し中の

バッファが空になると、バンクチェンジを行って、もう一方のバッファから読み出します。その間に、空になったバッファへ、次のデータをマスターバースト（バス

マスタ）転送で一気に書込み、割り込みを発生します。この動作を循環して繰り返します。この構造により、割り込み発生数を大幅に抑制し、PC の

負荷を大幅に削減します。バッファーサイズは 3328DoubleWordx2bank です。実際には、このバッファのバンクチェンジはアナログデジタル入力

側と同時に行われ、割り込みの発生も同時に行われます。この入出力バッファの同期運転によりタイミング管理も容易になり、かつ割り込み発生も統

合されるので、負荷も減ります。 
 

[可変サイズセカンダリ PC リングバッファ] 
“プライマリオンチップリングバッファ”へのデータはアプリケーションが直接書き込むのではなく、コンピュ－タのメインメモリ上の“セカンダリリングバッファ”から

書き込まれています。この“セカンダリ PC リングバッファ”容量は 
 

 (プライマリオンチップリングバッファ容量×n)x2bank  ・・・・n はソフトウェアで設定可 
 

と容量を任意に設定できます。セカンダリリングバッファの片側のバンクが空になるまで前記動作（“プライマリオンチップリングバッファ”への書き込み）を繰

り返します。そして“セカンダリリングバッファ”が空になると、アプリケーションに対し、割り込みメッセージ（イベント）を発生して、データ書き込みを促しま

す。この間、データの欠損を防ぐ為、“セカンダリリングバッファ”をバンクチェンジさせ、もう一方のバンクの“セカンダリリングバッファ”から“プライマリオンチッ

プリングバッファ”にデータを書き込みます。この 2 段目のリングバッファにより負荷は更に低減でき、1MSPS での高速連続データ収集でオーバーランの

発生確率を軽減できます。“セカンダリリングバッファ”のサイズを調整することでレスポンスと最高サンプリング速度（=負荷）を調整できます。すなわち

低速のサンプリング周波数の場合、セカンダリリングバッファを小さくすることでレスポンスを優先し、高速のサンプリング周波数では、負荷を減らしてバッ

ファオーバランを回避するためにセカンダリリングバッファを大きくします。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
4.3 多機能トリガコントローラー 
アナログデジタル入出力の各リングバッファは、トリガコントローラによって『スタート』、『ストップ』を一括して制御できます。トリガ条件は、『スタート』、

『ストップ』で独立して設定できます。トリガ種類を以下に示します。トリガを使用するには、トリガモードと、関連するパラメータを設定します。 
 

 [トリガモード] 
[1]任意チャンネルのデジタル入力または、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対する、デジタル立上りエッジトリガ 

 
 
 
 
 

[2]任意チャンネルのデジタル入力または、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対する、デジタル立下りエッジトリガ 
 
 
 

Buffer1 が空になると、Buffer1 と

Buffer2 のポジションが入れ替わる。 

DO(16ch) 
AO(16bit) 

PCI バースト転送 Buffer3 

Buffer4 
アプリケーションへ 

セカンダリリングバッファ 

PCI バースト転送 Buffer3 

Buffer4 
アプリケーションへ 

Buffer3 が空になると、Buffer3 と

Buffer4 のポジションが入れ替わる。 

Separate 

(16bitX2 化) 

PCI バースト転送 Buffer4 

Buffer3 
アプリケーションへ 

プライマリオンチップリングバッファ 

プライマリオンチップリングバッファ 

プライマリオンチップリングバッファ 

セカンダリリングバッファ 

セカンダリリングバッファ 

Separate 

Separate 

(16bitX2 化) 

(16bitX2 化) 

DO(16ch) 
AO(16bit) 

DO(16ch) 
AO(16bit) 

Buffer1 

Buffer2 

Buffer2 

Buffer1 

Buffer2 

Buffer1 

DI[n]又は DO[n] 

START/STOP 

DI[n]又は DO[n] 

START/STOP 
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[3]デジタル入力又は、デジタル出力、カウンタコンペア出力に対するパターントリガ(マスク可) 
 

 
 
 
 

[4]アナログ入力またはアナログ出力のポジティブエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定

し、TRIG_LEVEL1<TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置、立ち

上りでトリガとなります。まず、アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 以下のところか

ら TRIG_LEVEL1 を上回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を上回った地点(b
点)でトリガと判断されます。TRIG_LEVEL1～TRIG_LEVEL2の領域はノイズ等

に対する不感帯（ヒステリシス）に相当します。 
 

[5]アナログ入力またはアナログ出力のネガティブエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定

し、TRIG_LEVEL1>TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置、立ち

下りでトリガとなります。まず、アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 以上のところか

ら TRIG_LEVEL1 を下回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を下回った地点(b
点)でトリガと判断されます。TRIG_LEVEL1～TRIG_LEVEL2の領域はノイズ等

に対する不感帯（ヒステリシス）に相当します。 
 

 [6]アナログ入力または出力のデュアルエッジトリガ 
アナログレベルトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_LEVEL] を指定

し、TRIG_LEVEL1=TRIG_LEVEL2 とした場合、右図に示す b の位置でトリガ

となります。まず、アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 以上のところから

TRIG_LEVEL1 を上回り（a 点）、続いて、TRIG_LEVEL2 を下回った地点(b
点)でトリガされます。 

 
 [7] アナログ入力または出力のインエリアトリガ 

アナログエリアトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_AREA] を指定

し、TRIG_LEVEL1<TRIG_LEVEL2 とした場合、右図のようなインエリアトリガ

（インレンジトリガ）になります。アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 から

TRIG_LEVEL2 の範囲内に入った地点(b 点)でトリガされます。 
 

 [8]アナログ入力または出力のエリアトリガ 1(アウトエリアトリガ) 
アナログエリアトリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では AI_AREA] を指定

し、TRIG_LEVEL1>TRIG_LEVEL2 とした場合、右図のようなアウトエリアトリガ

（アウトレンジトリガ）になります。アナログ信号レベルが TRIG_LEVEL1 から

TRIG_LEVEL2 の範囲外に出た地点(b 点)でトリガされます。 
 

 [9]無条件トリガ 
無条件トリガモード [ソフトウェアライブラリの定義では BURST] を指定すると、そ

の瞬間がトリガになります。ストップトリガでこの条件を指定すると、無条件停止になり

ますので注意してください。これまでのハードウェアトリガ検出機能を使わず、ソフトウェ

アで開始をコントロ－ルする場合にこのモードを使います。 
 
    [10]トリガリセット 

トリガリセットモード [ソフトウェアライブラリの定義では RESET]を指定するとトリガ条件が成立しなくなります。ストップトリガでこの条

件を指定すると、ストップ条件は成立しなくなり、ソフトウェア停止か、ストップカウンター（後述）で停止させることになります。 
 

[アナログトリガソース]  アナログトリガの場合、アナログ入力チャンネル、アナログ出力チャンネル 0～4 がトリガ対象になります。ト

リガソースはスタートトリガとストップトリガで独立して設定できます。 
 

[デジタルトリガソース]  デジタルトリガの場合、デジタル入力、デジタル入力ラッチ値、デジタル出力、カウンターコンペア値 （カウ

ンターコンペア⇒DO 出力に相当するデジタル出力トリガソース） がトリガ対象になります。トリガソースはスタートトリガとストップトリガで独

立して設定できます。トリガソースはスタートトリガとストップトリガで独立して設定できます。 
 

[ストップカウンター]  リングバッファーの停止条件には、ストップトリガのほかに、ストップカウンターが使えます。これはアナログ入力・

デジタル入力リングバッファを 1 単位＝1 バンクとして、指定バンク分（＝指定容量）の取り込みを行うと、自動的に取り込みを終了するも

のです。ストップトリガとストップカウンタは論理輪されますので、両方を同時に使用できます。 
 

[プリトリガ/トリガディレイ]  プリトリガは、トリガ発生よりも 32 サンプル分早めに取り込みを開始するもので、トリガ発生前の現

象を取り込むことができます。プリトリガ量は固定で、スタートトリガ・ストップトリガで共通の設定項目になります。トリガディレイは、最大

65536 サンプル遅くリングバッファ取り込みを開始するもので、トリガ発生からしばらくデータが不要の場合にこの機能を使って、データ量を

減らせます。プリトリガにトリガディレイを 0～32 組み合わせることで 0～32 サンプルの可変プリトリガにすることができます。 
 

[プリライトとポストリード] 
プリライト：アナログデジタル出力において プライマリオンチップリングバッファ の 1 バンク分と セカンダリリングバッファ 2 バンク相当を予め書

き込めます。これにより最初から欠損、遅延の無い出力できます。プリライトを行わない場合、3 バンク分のデータは予期しないもの、ある

いは前回のバッファ内容が出力されます。 
 

ポストリード：ストップトリガ以降データが残留しているリングバッファ 1 バンク分のに読み出せます。リングバッファのどこまでのデータが有効な

のかも知ることが出来ます。 

DI 又は DO 

START/STOP 

期待値以外 期待値 
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[デッドタイムカウンター]  スタートトリガとストップトリガが全く同じトリガソース、同じトリガモード、同じ条件設定である場合など、

スタートトリガが有効になった直後、ストップトリガも有効になって、データ収集が開始できません。デッドタイムカウンターはスタートトリガ直

後、ストップトリガ検出を指定したサンプル数無効にすることでこの問題を回避します。 
 

[サンプリングクロックジェネレーター]  リングバッファ、トリガコントローラーにはクロックジェネレーターよりサンプリングクロックが提供

されます。オンボードの 40MHz クロックジェネレータの周波数を最大、33554431 分周することで、1MHz～1.1921Hz まで、25ns
単位での調整できます。 

 
[アナログトリガチャンネル]  現在設定している、アナログ入力チャンネルがトリガ要因になります。シーケンシャル取り

込みの場合には、シーケンシャル取り込みの場合には、一番若い（先頭の）アナログチャンネルがトリガ要因です。 
 

4.4 高速シーケンシャル取り込み 
シーケンシャル取り込みは、リングバッファへの入力において、1 サンプリング毎にアナログ入力チャンネルを自動で切り替えるモードです。16,8,4,2 チャ

ンネルの自動切替えを選択できます。リングバッファに格納されるデータはアドレス 0 を先頭に正規化されます。即ち次の順で交互に並んでいます。 
 

16ch 自動切換え AI0-1-2-3-4-5-6-7-8-9-10-11-12-13-14-15 を繰り返し 
8ch 自動切換え AI0-1-2-3-4-5-6-7 又は AI8-9-10-11-12-13-14-15 を繰り返し 
4ch 自動切換え AI0-1-2-3 又は AI4-5-6-7 又は AI8-9-10-11 又は AI12-13-14-15 を繰り返し 
2ch 自動切換え AI1-0 又は AI2-3 又は AI4-5 又は AI6-7 又は 

AI8-9 又は AI10-11 又は AI12-13 又は AI14-15 を繰り返し 
 

※ 信号源抵抗（出力インピーダンス）が高いと、チャンネル切替で干渉などが発生するのでご注意ください。 
※ 320KHz(8ch なら 40KHz/ch)以上になるとチャンネル間の干渉が増大します。特に周波数の高いアプリケーションだと 

より影響が大きくなります。 
 

4.5 サンプリングクロック出力 
DO30 をサンプリングクロック出力に設定できます。A/D 変換開始に、同期した負論理のパルスを約 750ns ほど発生させます。 
 

4.6 トリガイネーブル 
バッファ稼動中の必要な個所を抽出して取り込む機能で、データの継ぎ接ぎが出来ます。この機能を有効にすると、DI30 がトリガイネーブル信号に

割り当てられます。トリガイネーブル信号が High 又は Open の時だけリングバッファへの読み書きが有効になります。トリガイネーブル信号を Low に

すると一時停止すなわち、リングバッファへの読み書きが停止します。この時アナログデジタル出力は最終値が保持されます。トリガイネーブル信号が

High 又は Open になると再開します。前述の各種トリガモードと併用できます。本機能を使うことで、必要の無いデータを除外することができ、サンプ

リング速度に比べ、平均転送速度を軽減することができますので、高速での連続計測でオーバーラン・アンダーランを回避しやすくなります。 
 

使用例 
スタートトリガ ：DI0 立ち上がりエッジ 
ストップトリガ ：DI0 立ち下がりエッジ 

 
1 スタートトリガ検出・ストップトリガ未検出の間に一時停止 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 スタートトリガが有効になる前から一時停止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 ストップトリガが有効になる前から一時停止 
 
 
 
 
 
 
 

DI0 (Start/Stop) 
DI30 (Enable) 

状態 待機 待機 待機 データ収集 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 再開 ストップトリガ 

DI0 (Start/Stop) 
DI30 (Enable) 

状態 待機 待機 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 再開 ストップトリガ 

DI0 (Start/Stop) 

状態 待機 待機 データ収集 

スタートトリガ 一時停止 ストップトリガ トリガ許可 

DI30 (Enable) 
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5．校正及びアナログ回路の高性能化 
 

[アナログ入力校正] 
アナログ入力のオフセット・ゲイン校正回路は、信号経路に回路を追加しない方式なので、歪率や SN 比を悪化させません。8 段階の入力レンジが

ありますが、オンボート EPROM には、各レンジ毎にオフセットとゲイン校正データを持っています。 
 

[アナログ出力 AO4 校正] 
アナログ入力(AO4)のオフセット・ゲイン校正回路も、信号経路に回路を追加しない方式で、歪率や SN 比を悪化させません。これも 8 段階の入力

レンジがありますが、オンボート EPROM には、各レンジ毎にオフセットとゲイン校正データを持っています。 
 

[ダイナミック校正] 
アナログ入力のゼロ校正(全レンジ)、ゲイン校正(±10V/10V レンジのみ)をドライバソフトに命令することで自動実行できます。本製品は、高精度

の校正済み 5V リファレンス電圧を搭載しており、このリファレンス電圧、グラウンドを基準に自動校正します。付属の Console2.exe でも起動時に

ダイナミック校正を行いますので、ゼロエラーおよび 5V 付近のゲインエラーが殆ど皆無です。 
 

[アナログ回路の高性能化] 
ゼロ・ゲイン変動対策 
 ：高精度基準電圧源。 
 ：金属皮膜精密抵抗。(温度係数±25ppm/℃) 

 
雑音対策 ：DC/DC コンバーター出力にπ型 LC フィルタをカスケード接続 

：電解コンデンサを、大容量セラミックコンデンサに置き換えることで中～高域の電源ノイズを大幅に低減(PCI-Express 版のみ) 
：ノイズ発生源でもある A/D、D/A の電源端子には、R-LC 型のフィルタをローカル配置する。 
：超低雑音基準電圧源。 
：各オペアンプ、アナログスイッチ、マルチプレクサ、基準電圧源などに独立して配置されたローカル電源フィルター 
：4 層基板による大面積電源プレーンの使用、基板信号線の間に大きなシールドベタアースを使用。 
：広帯域低クロストークマルチプレクサの使用 
：±15V 高圧 2 電源方式で大きな D レンジを確保 

 
歪対策 ：帰還抵抗の低温度係数化で、低周波で振幅の大きな信号印加時の、歪を低減。 

：半導体スイッチの ON 抵抗の影響を受けない回路構成。 
：±15V 高圧 2 電源方式 

 
信頼性 ：寿命の短い電解コンデンサを排除した、電解コンデンサレス設計 

 

6．カウンタ/PWM/ラッチ/割り込み 
 
 6.1 32Bit 多機能エンコーダカウンターx4ch 

本製品では、専用のカウンターボードに匹敵する、多機能で高精度の本格的な 32Bit エンコーダーカウンターを 4 チャンネルを装備します。カウンター

は以下のモードの組み合わせでご利用できます。 
 

＜カウント方式＞ 
以下の 4 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。 

① 位相差パルス 4 倍速(4x) 
② 位相差パルス 2 倍速(2x) 
③ 位相差パルス 1 倍速(1x) 
④ アップダウンカウンター 
 

＜カウンターリセット＞ 
以下の 3 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。いずれもソフトウェアリセットを組み合わせることができます。 

① なし 
② CCW 方向：AZ 相 1 のとき B 相立下りでリセット 又は  CW 方向：BZ 相 1 のとき A 相立下りでリセット(iCENTER=1) 
③ Z 相立上りでリセット(iCENTER=0)  

 
＜ラッチ＞ 
以下の 3 種類からソフトウェアでチャンネル毎に設定できます。 

① ソフトウェアラッチ（指定関数の呼び出しでラッチ） 
② カウントリセットに同期して、リセット直前の値をラッチ(Z-PHASE) 
③ Y 相立上りでラッチ(DI_SEL) 
 

＜エンコーダーカウンタの動作タイミングチャート＞ 
様々な動作タイミングをまとめると以下のようになります。iCENTER=0 と、iCENTER=1 以下の各カウント状況は、1 倍速・2 倍速・4 倍速の位相

差パルス方式を表しています。両者の違いは、Z 相による、リセットのされ方の違いです。さらに、iCENTER=0 の下のほうの Latch というところには 2
つのラッチモード(Z_PHASE=カウンターリセットで直前の値をラッチ／DI_SEL=Y 相と呼んでいるデジタル入力の立上りでラッチ)の違いを表してい

ます。最下部はアップダウンカウンターの動作を示します。 
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＜割り付け＞ 
カウンターのデジタル入力(DI)への割り付けは以下の通りです。 

カウンター0 :A 相[DI16]、B 相[DI17]、Z 相[DI18]、Y 相[DI19] 
カウンター1 :A 相[DI20]、B 相[DI21]、Z 相[DI22]、Y 相[DI23] 
カウンター2 :A 相[DI24]、B 相[DI25]、Z 相[DI26]、Y 相[DI27] 
カウンター3 :A 相[DI28]、B 相[DI29]、Z 相[DI30]、Y 相[DI31] 

 
＜カウンターコンペア＞ 
カウンター値と、ソフトウェアから（関数から）書き込まれたレジスタの値、もしくは隣接カウンターとの値を比較することが出来ます。比較内容は、一致

（負論理で言えば不一致）、大、小、範囲内（負論理で言えば範囲外）の 4 種類について同時に結果を出すことができます。この結果を 
 
(1) ソフトウェアで読み出す (2) 割り込みのソースにする (3) デジタル出力に割り当てる 

 
といった事に利用できます。いずれもディセーブルにできます。デジタル出力への割り当ては以下のとおりです。 

カウンター0 :一致[DO16]、大[DO17]、小[DO18]、範囲内[DO19]  
カウンター1 :一致[DO20]、大[DO21]、小[DO22]、範囲内[DO23] 
カウンター2 :一致[DO24]、大[DO25]、小[DO26]、範囲内[DO27] 
カウンター3 :一致[DO28]、大[DO29]、小[DO30]、範囲内[DO31] 

 
＜カウンター アナログ出力リンク＞ 
カウンターの出力の下位 16Bit をアナログ出力(AO0～AO3)に連動させることができます。パルス入力でアナログ出力をアップダウンさせるのに使わ

れます。割り当ては以下のとおりです。 
カウンター0 :AO0 カウンター1 :AO1 カウンター2 :AO2 カウンター3 :AO3 

 
＜まとめ＞ 
カウンター1 チャンネルあたりの入出力の構成をまとめると右のようになりま

す。カウンターの結果は、割り込み、アナログ出力、デジタル出力などに影

響を与えることが出来ます。 
 

＜リングバッファへの接続＞ 
アナログデジタル入出力リングバッファは、下位 16Bit がアナログ入力値、

上位 16Bit がデフォルトで、デジタル入力値ですが、ソフトウェア設定によ

り、上位 16Bit をエンコーダカウンタの値に変更できます。リングバッファに

配置されるデータは、以下の中から選べます。 
 

エンコーダカウンタ 4 チャンネルをリングバッファに接続 
 先頭からのオフセット 0 ： カウンター3 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 1 ： カウンター3 上位 16Bit 
 先頭からのオフセット 2 ： カウンター0 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 3 ： カウンター0 上位 16Bit 
 先頭からのオフセット 4 ： カウンター1 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 5 ： カウンター1 上位 16Bit 
 先頭からのオフセット 6 ： カウンター2 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 7 ： カウンター2 上位 16Bit 
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これを繰り返す 
エンコーダカウンタ 2 チャンネルをリングバッファに接続 
 先頭からのオフセット 0 ： カウンター1 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 1 ： カウンター1 上位 16Bit 
 先頭からのオフセット 2 ： カウンター0 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 3 ： カウンター0 上位 16Bit 
 これを繰り返す 
エンコーダカウンタ 1 チャンネルをリングバッファに接続 
 先頭からのオフセット 0 ： カウンター0 下位 16Bit 
 先頭からのオフセット 1 ： カウンター0 上位 16Bit 

これを繰り返す 
 

6.2 周波数カウンターx4ch 
エンコーダーカウンターと独立した周波数カウンタを 4 チャンネルを搭載しています。スペックは以下のとおりです。 

 
ゲート周期  ：1sec/100msec/10msec/1msec 
カウンター長 ：25Bit 
実装  ：4 チャンネル (DI19,DI23,DI27,DI31) 

 

6.3 PWM ジェネレーターx16ch 
高機能 PWM ジェネレータを 16 チャンネル搭載しています。 

 
① 12Bit デューティー比設定 
② 8Bit 位相設定(360/256 度=1.40625 度単位で位相を指定) 
③ 8Bit パルス発生回数指定(1-256 回でパルス発生を自動停止、0 を指定すると連続無制限) 
④ 周期 8 段階 1.986msec,3.972msec,7.944msec,15.89msec,31.78msec,63.55msec,127.1msec,254.2msec 

  ⑤ 実装チャンネル数=16 チャンネル 
 
  ※周期のみ全チャンネルで共通の設定項目になります。それ以外は各チャンネル毎に設定可 
 
 
   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
＜割り付け＞ 
PWM ジェネレーターのデジタル出力(DI)への割り付けは以下の通りです。 
PWM00:DO16 PWM01:DO17 PWM02:DO18 PWM03:DO19 
PWM04:DO20 PWM05:DO21 PWM06:DO22 PWM07:DO23 
PWM08:DO24 PWM09:DO25 PWM10:DO26 PWM11:DO27 
PWM12:DO28  PWM13:DO29 PWM14:DO30 PWM15:DO31 

 

6.4 ストローブ送信・受信 
データラッチを行うストローブを送信・受信できます。この動作はマイコン等のリードストローブ・ライトストローブと同じです。 

 
＜ストローブ受信(リードストローブ)＞ 
ストローブ入力をトリガとして、32 チャンネルのデジタル入力をラッチレジスタにメモリすることが出来ます。この動作は、リングバッファー、ライブ値のポーリ

ング、各種カウンター動作と並列に動作させることが出来ます。と並列に動作させることが出来ます。ストローブ受信入力は DI31 または、CN1-1 専

用入力のいずれかをソフトウェア上から設定できます。以下にタイミングチャートを示します。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

位相 360/256 度単位で 0-255 

1cycle=4096 分割=1 周期 

1 の期間を 0-4096 で指定 
パルス発生回数=0-255 を指定 
(0 を指定すると連続無制限) 

デジタル入力 

ラッチレジスタ 

ストローブ入力 

この区間でラッチ 

A B C D 

B C X 
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 ＜ストローブ送信(ライトストローブ)＞ 
デジタル出力の更新と同時に、ストローブパルスを生成できます。これにより、ストローブでのデータラッチ機構をもったシステムとのデータのやりとりが容

易になります。ストローブパルスの長さは 4.98us で、ハードウェア上のパルスジェネレーターで安定した高速のパルスを生成します。ストローブ送信出

力は DO31 または、CN1-19 による専用独立入力のいずれかをソフトウェア上から設定できます。以下に生成のタイミングチャートを示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 ＜ストローブ専用入出力＞ 

ストローブ送受信は DI31/DO31 を使うことも出来ますが、独立した専用入出力として、CN1 の専用入出力ピン 1 番及び 19 を使うことが出来ま

す。このストローブ専用入力は 10KΩでプルダウンされており、ハイインピーダンス状態でも、ラッチが動作しないよう、DI31 よりは使いやすくなっていま

す。このストローブ専用出力は他のデジタル出力同様 330Ωの短絡保護回路が付きます。 
  

6.5 DI 割り込み x16ch 
デジタル入力のエッジに対して割り込みイベントの発生を設定できます。エッジは立上り、立下り、両エッジを指定できます。 

エッジ :無効、立上り、立下り、両エッジ(立上り・立下りの双方) 
割り付け : DI16～DI31 

 
6.6 DO への各種機能のマッピング 
ADXⅡ85-1M-PCIEX(-P)、ADXⅡ85-1M-PCI(-P)はデジタル入力に割り付けられた全ての機能（エンコーダカウンタ、周波数カウンタ、

ラッチ、ポーリング、DI 割り込み等）を同時に並列動作させて使うことができます。しかし、出力は複数の制御を同じ DO チャンネルから出すことはでき

ないので、優先順位が決められています。すなわち、1 つの DO チャンネルに接続できる、制御出力は 1 つだけです。(DO0-15 はリングバッファか、ソ

フトウェア DO かの 2 選択のみ) 
 

優先順位 1: ストローブ出力(DO31 のみ) 
  優先順位 2: カウンターコンペア出力 
  優先順位 3: PWM 出力 
  優先順位 4: 通常 DO 出力 
 
 

7．ソフトウェア  
対応する OS は、WindowsXP(32Bit),WindowsVista(32Bit),Windows7(64/32Bit),Windows8(64/32Bit) ,Windows8.1 
(64/32Bit) 、Windows10(64/32Bit)です。また本製品には ADiox2-API をエクスポートするダイナミックリンクライブラリ郡も提供され、開発

環境として、C/C++言語用ヘッダファイルとインポートライブラリ、VisualBASIC 用定義ファイル、VisualC#用定義ファイル、各言語毎のサンプル

ソース、本格的なアプリケーションとそのソースなどの SDK が提供されます。ドライバは CARD_ID 毎にインストールする必要があります。 
 

7.1 ドライバのインストール(WindowsXP,WindowsVista) 
（１） 電源を切った PC(IBM-PC/AT 互換機)の、PCI バススロットへ本製品を取り付けて下さい。 
（２） 電源を投入して、WindowsXP を起動して下さい。 
（３） OS は MultifunctionI/O-X2 シリーズを検出したことを、以下のようなメッセージで通知します。 

ここで、一覧または特定の場所からインストールする(詳細)を選んでください。 

   
（４） そのままドライバの場所を指定＞CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_xp を指定してください。 

(CDROM¥は CDROM のドライブ番号)次のようなメッセージが出ますが、問題ありませんので、続行をクリックしてください。 

 

デジタル出力 

ストローブ入力 

4.98usec 

B A 

セレクタ 
デジタル出力 
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（５）ドライバファイルを見つけると次のようにインストール中の待ち画面になります。 

  
（６）ドライバのインストールに成功したことを意味する、画面(以下)が出ますので、“完了”をクリックしてください。 

  
（７）ここで必ず再起動してください。  
（８）正しくドライバがインストールされていれば、コントロールパネル->システム->デバイスマネージャーでマルチファンクションアダプター-> " 

MultifunctionI/O X2 series A 2015-0618"などが表示されているはずです。（2015-0618 はバージョン番号＝年月日） 

 
 

7.2  ドライバのインストール(Windows7,Windows8,Windows8.1) 
 
ボードを装着し、付属の CDROM をコンピュータの光学ドライブに挿入して起動して下さ

い。新しいデバイスを認識すると、ドライバーソフトウェアの検索方法を要求する

メッセージが出ますが、64bit 版では、このメッセージ出ない場合がありますの

で、このような場合には、コントロールパネル→システム→デバイスマネージャー

を開きます。すると、“ほかのデバイス”→“DPIO モジュール”が使用不可の状

態にて現れます。もしドライバーソフトウェアの検索方法を要求するメッセージが

出ている場合には次のページに飛んでください。 
 
右の DPIO モジュ―ルをクリックして、“DPIO モジュールのプロパティ”を開き、

“ドライバの更新(U)”ボタンをクリックします。 
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ドライバーソフトウェアの検索方法の画面が現れましたので、“コンピューターを参照してドライバソフトウェアを検索します”を選びます。 

   
以下のドライバーソフトウェアの場所を聞いてきますので、以下のフォルダを指定してください。そして“次へ(N)”をクリックします。 
CDROM¥は CDROM のドライブ番号です。 

  
以下のインストール画面が現れます。 

  
しばらくすると以下の画面になりますので“閉じる(C)”をクリックしてください。 

  
デバイスマネージャーが MultifunctionI/O-X2----になり黄色の!マークが消えてデバイスが使用可能になります。 

Windows8.1-32bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_81x86 
 
Windows8.1-64bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_81x64 
 
Windows8-32bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_80x86 
 
Windows8-64bit 版の場合 
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_80x64 
 
Windows7-32bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_70x86 
 
Windows7-64bit 版の場合  
CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_70x64 
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  ～ここで一度、再起動してください。 
 

7.3  ドライバのインストール(Windows10) 
 

ボードを装着し、付属の CDROM をコンピュータの光学ドライブに挿入して起動して下さい。新しいデバイスを認識すると、ドライバー

ソフトウェアの検索方法を要求するメッセージが出ます。“コンピューターを参照してドライバソフトウェアを検索します（R）”を

クリック。（OS のバージョンによっては、このメッセージ出ないので、システムからデバイスマネージャーを検索→デバイスマネージャーを開き

“ほかのデバイス”→“DPIO モジュール”が使用不可の状態にて現れますので、DPIO モジュ―ルをクリックして、“DPIO モジュールのプロ
パティ”を開き、“ドライバの更新(U)”ボタンをクリックします。） 
 

  
 

以下のドライバーソフトウェアの場所を聞いてきますので、参照(R)をくクリックしてフォルダを指定するダイアログを開き 
Windows10-32bit 版の場合 CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_10x86 
Windows10-64bit 版の場合 CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_10x64 

を指定し“次へ(N)”をクリックします。（↑CDROM¥は CDROM のドライブ番号です）、更にこのデバイスをインストールしますかと聞いて

くるので、インストールをクリックします。 
 

 

 
  
しばらくすると以下の画面になりますので“閉じる(C)”をクリックし、Windows を再起動してください。 

 DPIO モジュール 

 DPIO モジュール 
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これでドライバのインストールは完了です。 

 
7.4  ドライバのインストール(Windows11) 
 

システムからデバイスマネージャーを検索します。 

 
“ほかのデバイス”→“DPIO モジュール”をクリックして “ドライバの更新します。 

 
“コンピューターを参照してドライバソフトウェアを検索します（R）”をクリック。 

  
 以下のドライバーソフトウェアの場所を聞いてきますので、参照(R)をくクリックしてフォルダを指定するダイアログを開き 

CDROM¥MFIO_X2¥driver¥driver_10x64 
を指定し“次へ(N)”をクリックします。（↑CDROM¥は CDROM のドライブ番号です）、更にこのデバイスをインストールしますかと聞いて

くるので、インストールをクリックします。 
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しばらくすると以下の画面になりますので“閉じる(C)”をクリックし、Windows を再起動してください。 

 
これでドライバのインストールは完了です。 

   
 

7.5 DLL のインストールと SDK 
本ボードをハンドリングするアプリケーションと同一フォルダに、DLL をコピーします。コピー元は 

32Bit 版  CDROM¥MFIO_X2¥driver¥dll_x86 
64Bit 版  CDROM¥MFIO_X2¥driver¥dll_x64 

 
API はオープンで、自由に使えます。API を使うためのサンプルソースなども付属します。サンプルソースは、WEB 上にも公開されており、製品購入前

に、検討することも可能です。API の使い方等については、ADiox2-API リファレンスマニュアルを参照してください。 
 

 DPIO モジュール 
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7.6 サンプルアプリケーション 
本製品の使用方法は、付属アプリを使う、付属のライブラリ(ADiox2-API)で開発する、付属アプリやサンプルのコードを改良する、など様々な手法

が利用できます。 
 

1.ADiox2-API を応用したサンプルソース 
言語毎にサンプルソースが用意されています。VisualC++用 2 つ、VisualC#用 2 つ、VisualBASIC 用の 1 つの計 5 つのプロジ

ェクトで殆どの機能をマスターします。ソ－スコードはわずか 500 行程度とシンプルです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.Console2.exe 
ADiox2-API を駆使した本格的なプリケーションソフトウェアも用意しております。ソースコードもオープンですのでこれをベースに独自の

ソフトウェアを開発することができます。 
 
 
 
 
 
 

 
 

3.ADiox2-API を直接操作する 
ソフトウェアは ADiox2-API を使って自作することができます。シンプルで機種依存の少ないライブイラリで、沢山の機能を効率的に使

うことが出来るようになっています。信号解析、信号調節、ロガー、波形生成、波形描画アシスト、高速ファイル保存などの満載してお

り、短いソースで高度なアプリケーションを実現できます。 
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8．出荷検査 
本製品は、以下の製品出荷試験を全数行っています。 
内容は、ファンクションテスト、Windows 上で起動、内部レジスタの検査、ループバックテストです。 
(1) 評価用の PC に Windows、ドライバとテストプログラムをセットアップします。 
(2) (1)で作成された PC に、本製品を実装して、検査治具を接続します。 
(3) 起動後、テストプログラムを実施し自動テストします。 
(4) 校正を行いオンボードの EEPROM に校正データを書き込みます。 

 

9．注意点・その他 
 

 9.1 一般禁止事項 
本製品に対する高温、多湿、急激な温度変化（結露）、静電気、腐食性ガス（強酸、強力アルカリを含む）、導電性の粉塵、振動、基板へのスト

レス、衝撃、過電圧、逆電圧、短絡、出力端子の過負荷や出力同士のショート、紫外線よりも短い波長の電磁波を大量に浴びせる事、カビ、強

電界・強磁界など、電子機器にとって有害な環境での使用を避けて下さい。また、PCI バスへの実装は必ずネジ止めをして下さい。このような状況

下における使用は、保証外、サポート対象外になります。また、システムへの組み込みの際には、十分な検証を行って下さい。 
 

9.2 タイミング 
本製品の内部タイミングの一部はPCIクロックをベースに生成されます。PCIクロックが規定値と異なる場合、タイミングがPCIクロックに依存して変化し

ます。安定したクロック精度が必要な場合、マザーボードの拡散クロックはBIOSでディセーブルにして下さい。 
 

9.3 ケーブル長さ 
本DIOボードはTTLインターフェースであるため、ケーブルの長さは、短めにして下さい。特に、高速の信号を扱う場合、ノイズの多い環境で使用する

場合にはケーブルの選択に注意して下さい。 
 

9.4 本仕様書の扱い 
＜製品との相違＞ 
本仕様書は、ご利用者が理解しやすいよう努力しておりますが、万一、本仕様書と製品が異なる場合には、製品を優先させていただきます。また、

本仕様書の主観的解釈の可能な個所についても、同様に、製品を優先とさせていただきます。 
  

＜品質と機能＞ 
本製品の品質および機能が、ご利用者の使用目的に適合することを保証するものではありません。従って、本製品の選択導入はご利用者の責任

でおこなっていただき、本製品の使用や、その結果の直接的または間接的ないかなる損害についても同様とします。従って、システムに組み込む場

合、十分な検証を行って下さい。 
  

＜バージョンアップ＞ 
ドライバや仕様書のバージョンアップや修正などを、ホームページ、メール、CDROM の配布等の何らかの手法で提供いたします。ただし、弊社の諸事

情により迅速な対応がとれない場合もあります。また、これらは、その遂行義務を弊社が負うものではありません。 
 

 9.5 長期の保存 
本製品を長期保存なさる場合、結露やダンボールから発生する硫化水素ガスなどによって、短期間に腐食する場合が有ります。これを防ぐには、結

露しない環境に保管し、かつ腐食性ガスを遮断できるようにビニールなどでパッケージングして下さい。また、長期保存後は、２～３時間のエージングを

なさってから使用して下さい。 
 

 9.6 総合信頼性試験等 
本製品は、PCI ボードであり、PC や、さらにその上位の装置に組み込まれて動作します。従って、振動、温度、温度サイクル、静電破壊などの諸条

件に対する能力は、組み込まれる PC や装置全体によって、大きく左右されます。また、使用環境の温度、湿度、温度変化、通風状況、粉塵状

況、電磁波状況、振動によっても必要な環境適応能力は異なってきます。ゆえに、これら組み込みシステム上での信頼性を要求される場合には、

別途総合試験を行なって、仕様環境に耐えうることを確認する必要があります。 
 

 9.7 工業所有権、著作権 
本製品の使用により、第三者の工業所有権・著作権に関わる問題が生じた場合、弊社の製造、製法に関わるもの以外については、弊社はその責

を負いませんのでご了承下さい。また、弊社の許可無しに、回路、プログラマブルデバイス構成データ、ボード上の EEPROM、ドライバソフトウェアに対

するリバースエンジニアリングを禁止します。このような結果生じた損害についても、弊社はその責を負いません。 
 

 9.8 用途 
本製品を輸送機器(自動車、列車、船舶等)、交通信号制御、防災・防犯設備、航空機、宇宙機器、潜水艦、海底中継機器、原子力発電

所、軍事機器、人命に直接関わる医療機器などの極めて高い安全性を要求される用途へのご検討の際には、弊社までご連絡下さい。 
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